
+ 

 

 

 

 

 

 

                                 令和５年５月１日 

 

１歳児 りす組は、男児 ３名、女児 ７名の計１０名で元気にスタートしました！ 

1歳児の保育目標は、『自分でという気持ちを育てる』です。１歳児は、行動の幅も広がり、表情や仕草・ 

言葉で自分の思いも豊かに表現するようになっていきます。同時にすこしずつ自己主張も強くなり、 

「自分でやりたい」と言う意欲が出てくる反面、否定する意思も生まれ「イヤイヤ期」も始まります。 

成長がめまぐるしいこの 1年、一人ひとりの思いを大切に、『自分で』という意欲を育てていけるよう、 

子どもたちの気持ちに寄り添いながら、保護者の皆様と一緒に子どもたちの成長を支え、見守っていきたい

と思います。 

また、天気の良い日には戸外遊びや散歩に出かけたり、室内では様々な玩具遊びの他、巧技台やマットを

使って体を動かして遊ぶ活動も取り入れながら、毎日笑顔で過ごしていきたいと思います。  

１年間、どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

○今月のねらい○ 

・園の生活に慣れ、生活リズムを整えていく 

 

○今月の活動○ 

・戸外遊び（シャボン玉・ボール遊び・砂遊び） 

・散歩（園のまわり・徳丸第二児童遊園）・ 

体操・指先遊びなど 

 

 

 

 

 

・着替えの服は持ち帰った分の枚数を翌日にお持ちください。 

・お持ちいただく全ての持ち物（衣服、肌着、オムツ、靴、靴下、タオル、エプロン、汚れ物袋等）に 

名前の記入をお願いします。 

りすぐみ だより 

おたんじょうびおめでとう 

 

新年度のスタートから 1か月。新しい環境に緊張していた子どもたちも次第に生活に慣れて、担任や 

友だちと過ごす時間が増えてきました。入園、進級した当初は、新しい担任に人見知りをしたり、大好き

なお父さん、お母さんと離れることが寂しくて、日中の大半を泣いて過ごしていることが多かった 

りすぐみの子ども達。保育者が抱っこをしたり、保育者の膝に座り絵本を一緒に見てふれあう中で自分で

好きな玩具を見つけて遊び、保育者に対して笑顔を見せてくれるようになってきました。「お散歩に行く

よ。」と伝えると靴下を手に取り靴を履かせてもらおうと待っている姿、自分で履いてみようとする姿を

見せています。また、散歩カーに乗って、戸外へお散歩に行くと、周囲の様子をじっくり観察していた

り、園庭の砂場では洋服が砂だらけになるまで砂をお皿に盛っては落としたり、保育者が魚の型抜きを 

すると、にっこり笑い、人差し指を立て「もう 1回やって！」と伝える姿も見られます。天気の良い

日は戸外散歩へ出かけることを楽しみにしています。散歩先の公園では、歩く事を喜ぶ姿を見せてい

ます。春の自然物、花や虫に関心を示し指さしや声、仕草で伝えようとする子どもたちの思いに共感

しながら散歩を楽しんでいきたいと思います。また、本園りすぐみとの交流も行って行きます。 

 

連休後も園の生活リズムを取り戻せるよう、食事、睡眠を取り戸外散歩に出かけたり、 

園庭で体を動かしながら、楽しく遊ぶことができるようにふれあっていきます。 

 

 

 

 

 

 


